
⽴教⼤学観光学部 ⻄川研究室

学⽣による⾃転⾞を活⽤したまちづくり検討業務 2021年度報告書

⽴教⼤学観光学部⻄川研究室 A ll rights reserved



2

プロジェクト名説明



1. 観光まちづくりの到達点とこれから（⻄川先⽣）

2．概要

3．地域分析、地域資源

4．サイクリングロードの将来像、地域課題・アクション

5．今後の⽅針

6．情報発信

7．まとめ

3

⽬次



1. 観光まちづくりの
到達点とこれから



5

地域の光

マーケティング

資源管理観光開発

都市計画 交流

まちづくり

⽂化財保護

⾃然保護

観光政策

地域住⺠

地域経済

住⺠の⽣活

幅広い

雇⽤創出

来 訪 客
⼈⽣を

豊かにする

⼤事にしているアプローチ

歴史⽂化や⾃然

地域固有の価値

1 . 観 光 ま ち づ く り の 到 達 点 と こ れ か ら

1. 観光の対象となるような地域にもそこに居住する住⺠
の⽣活がある。それを⼤切にした観光を考えたい。

2. その地域ならではの個性を活かした観光を考えたい。

3. 観光客の「楽しみ」も⼤切にしたい。けれど、「浅い
観光」ではなく、「深く地域らしさを楽しむ観光」を
提供したい。

4. 地域で実際に起きていることから学ぶ姿勢を⼤事にし
たい。

⻄川について

専⾨：都市計画・まちづくり・観光政策 / 博⼠(⼯学)

1-0 ⽴教⼤学観光学部 ⻄川研究室について



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信
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1-1 観光まちづくりの到達点とこれから

• 従来型の観光地（温泉・⾃然景勝地等）から⼀般的な街への観光の広がり

• 「観光で稼ぐ」政策の展開

• 観光客数など数値で評価される観光がもたらした、地域住⺠への負の影響

• 地域と対⽴する観光ではなく、地域と共存する観光が必要に（地域住⺠に
とってのレクリエーションと来訪者にとっての観光の両輪）

• 地域資源の PRや消費だけではなく、地域の価値を作る必要も。
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1-1 観光まちづくりの到達点とこれから

• 従来型の観光地（温泉・⾃然景勝地等）から⼀般的な街への観光の広がり

• 「観光で稼ぐ」政策の展開

• 観光客数など数値で評価される観光がもたらした、地域住⺠への負の影響

• 地域と対⽴する観光ではなく、地域と共存する観光が必要に（地域住⺠に
とってのレクリエーションと来訪者にとっての観光の両輪）

• 地域資源の PRや消費だけではなく、地域の価値を作る必要も。

都市計画・まちづくり分野の得意とする分野
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• マスタープラン型の都市計画から地区スケールの魅⼒向上へ

• 社会実験等を⽤いた、漸進的な⼿法の台頭

• 公共空間の再⽣や魅⼒創出

• 歴史的建造物や景観の改善など、その地域ならではの個性を⾼める

1-1 観光まちづくりの到達点とこれから
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1-1 観光まちづくりの到達点とこれから

空間創出 空間利⽤
空間発信
利⽤促進

都市計画/まちづくり

観光

これからの観光まちづくり

利⽤を⾒込んだ空間創出
を考える

空間を前提として利⽤・
発信する⼿法を考える

空間創出から利⽤・発信まで
連続で捉える

どのように利⽤してもらうか？どのような空間を作るか？ どうすれば誰が使うか？
（⼿段・対象・効果）
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1-2 観光まちづくりの計画論的ステップ

STEP1 
地域分析
（資源・政策・事業者等）

STEP2
資源を活かした地域体験・
観光体験の構想

STEP3
計画案の作成と地域内での共有

STEP4
社会実験等による試⾏と改善
事業化の可能性検証

STEP5
本格的な稼働、魅⼒の維持向上

• プロセスの「⾒える化」
• 体制構築（関係者・事業者との
組織づくり）

• KPI（key Performance 
Indicator）の設定

• PDCAサイクルの確⽴



２. 概要
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２ . 概 要

野⽥市魅⼒推進課の事業として、⽴教⼤学観光学部⻄川研究室が江⼾川沿いのサイクリングロード
（以下⼀部をCRと表記）を中⼼に観光まちづくり・観光振興を⾏っていくもの
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2-1 野⽥プロジェクト “Michi na Noda” とは

2019年、本学部⽣が「⼤学⽣観
光まちづくりコンテスト 関東 
River CycRingステージ」におい
て、野⽥市を対象に作成したプ
ランが優秀賞を受賞したことが
きっかけ

← プ ラ ン 概 要

↓ コ ン テ ス ト

受 賞 メ ン バ ー
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２ . 概 要

地域訪問（3グループ）開始
事例共有開始
⽂献調査（産業・⾏政・歴史）開始
Instagram、ホームページ班始動
議論「CR内の危険箇所・良いところの共有」
地域訪問⽤地図作成
地域訪問に向けて調査項⽬決定
地域訪問（全員）「CRの調査、野⽥市全体の資源の把握・理解」
議論「11/28訪問で⾒つけた情報の地図への書き込み」
⽂献調査発表
議論「各班の⾒つけた資源の書き込み、繋げてどんなことができるかを考える」
アンケート（住⺠／観光客向け）、地図情報班始動
議論「アンケート・地図情報班からでた疑問・議論したい点」
議論「今までの振り返り・課題の検証」
議論「報告会の準備、KPIの策定」
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2-2 具体的な活動スケジュール



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

２ . 概 要

16

2-3 地域訪問（サイクリングロード）
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2-3 地域訪問（中⼼市街地）
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2-3 地域訪問（議論）

訪問して
気がついたことを

共有
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2-3 地域訪問

幅員を
メジャーで
計測
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2-4 議論（Miroを利⽤した地域資源・課題の共有）
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2-4 議論

イラストレーター
を使⽤して地図作成
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2-4 議論（地域訪問で⾒つけた資源や課題の書き込み）
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2-4 議論（野⽥でやりたいこと）
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2-4 議論（CRの将来像）
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2-4 議論（KPIの定義決め）
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2-5 ⽂献調査発表

産業・⾏政・歴史
の３班に分かれて
調査し、発表
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2-6 これまでの活動の流れ

Instagram・ホームページの運営

外部への発信私たちの活動

地域理解（地域訪問と⽂献調査）

地域課題と地域資源を出し合い、可視化

サイクリンドロードの将来像の共有
必要なことと提案したいこと、施策

市⺠の⽅々を巻き込む⽅法の考案

課題の検証

私たちの活動報告
を主に⾏う

野⽥市の課題・
資源を市⺠の

皆様と共有



本⽇の報告の流れ
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地域分析 地域資源
サイクリン
グロードの
将来像

地域課題・
アクション

課題検証 提案したい
こと・施策 情報発信
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2-7 本⽇の報告の流れ



3. 地域分析・地域資源



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

さまざまな⾓度から地域分析を実施。
⽂献調査で認知した資源を訪問で確認するなど、訪問と⽂献調査を並⾏的に⾏っている。

31

3-1 地域分析

事例共有

訪問

⽂献調査

初
回
訪
問



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

①訪問
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3-1 地域分析

訪問⽇ ⾏程 ⽬的
10/19
10/20
11/4

CR中⼼に⾃転⾞で⾛⾏ 初めて野⽥市を訪問し、観光客の⽬線で楽しむ。
CRの雰囲気をつかむ。

11/28 清⽔公園から関宿までのルートを⾛⾏
市役所の⽅、ガイドさんによる市内の施設案内

実際にルートを⾛⾏し、魅⼒や課題を把握する。

12/16 川間駅周辺〜CRを散策 CRと市街地の関係性を把握する。

12/20 愛宕駅、梅郷駅周辺を散策 市内の南側の資源を把握する。
12/27 関宿周辺の寺社仏閣を散策 関宿周辺の資源を把握する。

1/23 忍者に関する展⽰を鑑賞
清⽔公園内を散策

野⽥の資源の1つである「忍者」について知る。
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

②⽂献調査
歴史・⾏政・産業の3つのグループに分け、『野⽥市史』などの⽂献やインターネット資料を⽤
いた⽂献調査を実施。それぞれ資源や課題を整理し、パワーポイントにまとめた。内容の詳細は
後述。
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3-1 地域分析
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【歴史班】

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

34

3-1 地域分析

調査項⽬

政策
出来事
⽂化財
⽣活
⼟地利⽤
産業
⼈物
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【⾏政班】

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源
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3-1 地域分析

調査項⽬

野⽥市総合計画
野⽥市都市計画マスタープラン
野⽥市まち・ひと・しごと

創⽣総合戦略
野⽥市⾷育推進計画【第2次】



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

【産業班】

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

36

3-1 地域分析

調査項⽬

産業の構造
⼯業
農業
酪農
構造業
名産品

宿泊業・飲⾷業

観光業
サイクリング
コウノトリ
まちづくり
学校の連携
⼤学との連携
課題
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到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

③他地域での事例把握
他地域で⾏われているサイクリングや河川空間の活⽤などに関する
事例を各⾃調べ、共有。
例）河川敷での⻘空図書館、CRの拠点施設

37

3-1 地域分析



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

これまでの地域訪問を通し、ロード上における
景観の良いポイントや信号機などの安全⾯の課
題、ロード上のお店などの資源を探したものを、
データとして⼀つの地図に纏めた。

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

38

3-2 地図データ作成

地図に落とし込んだこと
・景⾊（富⼠⼭が⾒える・川がきれいなど）
・南北からの㎞地点
・川沿いでできそうなこと
・店などの場所情報
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

39

3-3 地域資源とは

野⽥市の魅⼒的な場所やもの・この施策に活⽤できそうな場所やもの

①地域訪問によって⾒つけた資源
②⽂献調査によって⾒つけた資源

③仮の課題の検証によって⾒つけた資源



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

40

3-4 ①地域訪問によって⾒つけた資源の例

釣り堀 川辺のコンクリート
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3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

41

3-4 ①地域訪問によって⾒つけた資源の例

ロード沿いのビニールハウス「ゆめあぐり野⽥」
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3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

42

3-4 ②⽂献調査によって⾒つけた資源の例

場所
関宿
清⽔公園
知久牧場
CR

著名⼈
鈴⽊貫太郎
平将⾨

⽂化財
東⾦野井⾙塚
槇の内遺跡
茂⽊七郎右衛⾨家

⾷
醤油
枝⾖
⽩菜
⼤⻨⼩⻨

⿊酢⽶
酪農
肥料
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 43

3-4 ③仮課題の検証によって⾒つけた資源の例
3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

観光
空まつり
NODA産FOODフェスタ
関宿花⽕⼤会

まちづくり
NPO法⼈そい・びーんず
野⽥市サイクリング協会
野⽥関宿カヌークラブ
NPO法⼈関宿滑空場
地域教育プラットフォーム事業

⾃然
レッドリストに記載されている植物
ーイチョウウキゴケ
ーイトトリゲモ
ーイヌフグリ
ーミゾコウジュ

⼈材
初⾒良昭（武術家）
わぴちゃん（野草）



44444444

４. 将来像・地域課題・
アクション
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3 . 地 域 分 析 ・ 地 域 資 源

45

4-1 サイクリングロードの将来像決定に⾄るまで
さまざまな⾓度からの調査により⾒えてきた

地域課題と資源を整理

それを踏まえ、理想の将来像のアイデアを出し合う

出されたアイデアをもとに
「いつでもだれにでも開かれたサイクリングロード」に決定

「 賑 わ い 」

「 憩 い の 場 」
「 ⾃ 然 を 感 じ ら れ る 」
「 安 ⼼ 安 全 」

等の単語が多く⾒られた
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いつでも誰にでも開かれた
サイクリングロード

46

4-1 私たちの考えるサイクリングロードの将来像
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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• 公園の代わりに使えるような⾃由な場所
• 市の魅⼒を知ることができる
• 市の経済循環に繋がる
• 隣県からも訪れたくなる

賑わいの醸成憩いの場の創出
• 住⺠の⽅が散歩を楽しめたり、移動⼿段として
利⽤したりできる

• 野⽥の余暇の拠点となる
• 夜でも楽しめる

⾃然との共⽣

• 四季折々 の⾃然を感じられる
• 川や周囲の⾵景を楽しみつつ、⾵を感じながら
気持ちよく⾛ることができる

安⼼安全の確保

• ⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる

47

4-2「いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード」の実現に必要なこと

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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• 公園の代わりに使えるような⾃由な場所
• 市の魅⼒を知ることができる
• 市の経済循環に繋がる
• 隣県からも訪れたくなる

賑わいの醸成憩いの場の創出
• 住⺠の⽅が散歩を楽しめたり、移動⼿段として
利⽤したりできる

• 野⽥の余暇の拠点となる
• 夜でも楽しめる

⾃然との共⽣

• 四季折々 の⾃然を感じられる
• 川や周囲の⾵景を楽しみつつ、⾵を感じながら
気持ちよく⾛ることができる

安⼼安全の確保

• ⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる

48

4-2「いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード」の実現に必要なこと

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

野⽥市のシンボルへ
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4-3 地域課題とは
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

理想とするサイクリングロード
い つ で も 誰 に で も 開 か れ た サ イ ク リ ン グ ロ ー ド

現在のサイクリングロード

ギャップ＝課題
①現時点で訪問などを通して明らかとなっている課題
②現時点では仮定の課題だが、今後調査・検証をすることで明らかにしていく事項

理想を掲げることで初めて課題が⾒える
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 50

4-4 「いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード」の実現に必要なこと

• 公園の代わりに使えるような⾃由な場所
• 市の魅⼒を知ることができる
• 市の経済循環に繋がる
• 隣県からも訪れたくなる

賑わいの醸成憩いの場の創出
• 住⺠の⽅が散歩を楽しめたり、移動⼿段として
利⽤したりできる

• 野⽥の余暇の拠点となる
• 夜でも楽しめる

⾃然との共⽣

• 四季折々 の⾃然を感じられる
• 川や周囲の⾵景を楽しみつつ、⾵を感じながら
気持ちよく⾛ることができる

安⼼安全の確保

• ⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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施策例）

ヨガ/⾳楽鑑賞会/⻘空図書館/ピクニック/
キャンプ/たき⽕/読書/勉強/花⾒/バード
ウォッチング/昼寝/ラジオ体操/⻘空保育/⽔
辺ランチ/チェアリング/芝⽣シアター/シャ
ボン⽟/フォトコンテスト/河川敷のライト
アップ

51

4-5 「憩いの場の創出」理想図
野⽥の余暇の拠点に
サイクリスト以外も気軽に使える
みんなの道としてのサイクリングロード

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 52

4-5 「憩いの場の創出」理想図

施策例）
ベンチ、貸出レジャーシート等の設置
使える場所（河川敷）の明確化
→読書、飲⾷等、普段から憩える場所に

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

野⽥の余暇の拠点に
サイクリスト以外も気軽に使える
みんなの道としてのサイクリングロード
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 53

4-5 「憩いの場の創出」理想図
夜にも訪れ、楽しむことができる
サイクリングロード

施策例）
星空鑑賞会、イルミネーション、ビア
ガーデンなど夜限定のイベントを実施

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

https://keyboar.hatenablog.com/entry/20091110/1257843908

https://keyboar.hatenablog.com/entry/20091110/1257843908
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現状 課題

① ベンチや⼩屋など、⽌まって休む場所が少ない CRが憩える場ではない

② 街灯など、夜を照らす設備が少ない 夜のCRが⾮常に暗い

③
未 河川敷のどこを使ってよいのか分からない 利⽤する環境が整っていない

54

4-5 「憩いの場の創出」の現状と課題
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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課題①：CRが憩える場ではない

検証結果：

55

4-5 「憩いの場の創出」課題検証①
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

仮設のベンチ2か所のみ
休憩できる施設×

階段や⾼架下など
活⽤できそうなスペース〇
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課題②：夜のCRが⾮常に暗い

検証結果
CR全体を通して暗く、路⾯近くまで草が

⽣えているなど、通⾏に注意する必要有

56

4-5 「憩いの場の創出」課題検証②

h t t p s :/ / w w w .y o u t u b e .c o m / w a t c h ? v = B 9 L F 4 6 3 a v V o

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

https://www.youtube.com/watch?v=B9LF463avVo
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 57

4-6 「いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード」の実現に必要なこと

• 公園の代わりに⾃由な場所として使える
• 市の魅⼒を知ることができる
• 市の経済循環に繋がる
• 隣県からも訪れたくなる

賑わいの醸成憩いの場の創出
• 住⺠の⽅が散歩を楽しめたり、移動⼿段として
利⽤したりできる

• 野⽥の余暇の拠点となる
• 夜でも楽しめる

⾃然との共⽣

• 四季折々 の⾃然を感じられる
• 川や周囲の⾵景を楽しみつつ、⾵を感じながら
気持ちよく⾛ることができる

安⼼安全の確保
• ⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 58

4-6 「賑わいの醸成」理想図

施策例）
①河川敷でイベント／催し物の開催
→野⽥市ならではの資源を活かす
②特殊な乗り物の活⽤

公園の代わりに⾃由な場所として使える
隣県からも訪れたくなる②

①

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 59

4-6 「賑わいの醸成」理想図

施策例）
北部には南部、南部には北部の資源を紹介する
看板を設置
→市内の⼈流を⽣み出し、賑わいに繋げる

野⽥市の北部と南部、互いの地域資源の魅
⼒に気づいてもらう

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 60

4-6 「賑わいの醸成」理想図
住⺠同⼠の交流の創造

施策例）
ゴミ拾い、環境整備等のイベント実施によって
市⺠同⼠の交流を図る。CRへの関わりを創出す
ることで愛着形成も狙う

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

現状 課題

① CRとその周辺を連携させた情報が少ない CRや周辺での観光に関する情報が集めにくい

② CR周辺でのイベントが盛んでない CRに賑わいが⽣まれにくい

③ CR周辺で、市⺠が集まる場所がない 市⺠にCRを交流の場だと思ってもらいにくい

④ レンタサイクルがない ⾃転⾞を活⽤した観光がしにくい

⑤
未 CR上に⼈が少ない CR⾃体の認知度が低い

61

4-6 「賑わいの醸成」現状と課題
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン
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課題①：CRや周辺での観光に関する情報が集めにくい

検証結果
野⽥市、千葉県、TABIRINのマップ：CR、周辺施設が掲載

サイクリストの個⼈BLOG：周辺施設の紹介
※紹介施設＝サイクリスト向けのもの（⽔飲み場、休憩所）、関宿城、清⽔公園、醤油⼯場など

62

4-6 「賑わいの醸成」課題検証①
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 63

4-6 「賑わいの醸成」課題検証①

←野⽥市CRマップ（⼀部）

トイレや⽔道、ベンチなど
…サイクリスト向けの情報〇

市内の観光施設や飲⾷店の情報な
ど、サイクリスト以外の観光客や
市⺠向けの情報がほとんど載って
いない。

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

←TABIRINのマップ

関宿城や清⽔公園等…写真付きで紹介
⾃転⾞屋やコンビニエンスストア…
マークで位置提⽰

マップの対象範囲が広く、
CR⾃体の情報が少ない

64

コンビニエンスストア

清⽔公園

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

4-6 「賑わいの醸成」課題検証①



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題①：CRや周辺での観光に関する情報が集めにくい

検証結果
野⽥市、千葉県、TABIRINのマップ：CR、周辺施設が掲載
サイクリストの個⼈BLOG：周辺施設の紹介
※紹介施設＝サイクリスト向けのもの（⽔飲み場、休憩所）、関宿城、清⽔公園、醤油⼯場など

⼀つのマップを⾒るだけでは情報に偏りがあり、
複数のマップを⾒なければ⼗分に情報を得ることが出来ない

65

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

4-6 「賑わいの醸成」課題検証①



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題②：CRに賑わいが⽣まれにくい

検証結果
イベント：サイクリング／スカイ・ウォーターアクティビティ系
野球等のスポーツ⼤会＠河川敷沿いの運動施設

⼀⽅、市⺠や観光客が参加できるようなイベントに限ると、年に1回開催される関宿花⽕⼤会ほ
どしか確認できず、年間を通じて⼈々がCRに⾜を運ぶ機会があるとは⾔えない

66

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

4-6 「賑わいの醸成」課題検証②



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題③：市⺠にCRを交流の場だと思ってもらいにくい

検証結果：
公共施設やNPO法⼈、⺠間施設が交流の場として
個々に機能している⼀⽅、
それらの密集度の地域差が⼤きく
CRから近い位置に少ない

67

…公共施設 …⺠間施設

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

4-6 「賑わいの醸成」課題検証③



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

地 域 課 題

課題④
⾃転⾞を活⽤した観光がしにくい

検証結果

輪⼯房野⽥店…⽇曜⽇にツーリング・レンタサイクル実施
（輪⼯房サイトhttps://www.rinkoubou.net/home）

市内に⼤規模なレンタサイクルやシェアサイクルは存在しない
現状のままでは限界がある

68

4-6 「賑わいの醸成」課題検証④

https://www.rinkoubou.net/home


2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 69

4-7 「いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード」の実現に必要なこと

• 公園の代わりに使えるような⾃由な場所
• 市の魅⼒を知ることができる
• 市の経済循環に繋がる
• 隣県からも訪れたくなる

賑わいの醸成憩いの場の創出
• 住⺠の⽅が散歩を楽しめたり、移動⼿段として
利⽤したりできる

• 野⽥の余暇の拠点となる
• 夜でも楽しめる

自然との共生

• 四季折々 の⾃然を感じられる
• 川や周囲の⾵景を楽しみつつ、⾵を感じながら
気持ちよく⾛ることができる

安心安全の確保

• ⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 70

4-7 「⾃然との共⽣」の理想像
⾛るだけではないサイクリングロードの
魅⼒を提供したい

施策例）
⽴ち⽌まることのできるスポットを設置
景⾊が良い場所（富⼠⾒スポット）の紹介



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 71

4-7 「⾃然との共⽣」の理想像
野⽥特有の植⽣について知識を深めて
親しみを持ってもらいたい

施策例）
ガイド付きで植物について学び、⼿⼊れを
するイベント開催
植⽣と共に⽣きる動物について紹介しても
らう



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 72

4-7 「⾃然との共⽣」の理想像
川への親しみを持ってもらいたい

施策例）
サップ／カヌー／釣り等の⽔上アクティ
ビティ



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

現状 課題

① 川との距離が遠かったり⾓度的に⾒られない ロード上から川が⾒られない場所がある

② 南⽅には富⼠⼭やスカイツリーが⾒られる⼀⽅、
北⽅には遠くの⼭々が⾒えるのみ 進⾏⽅向によって景観に差がある

③ 植物が伸び放題になっている 河川敷沿いに⽣える草⽊が景観を阻害している

④ 川が汚い ⽔上アクティビティなどがやりにくい、親しみが
湧きにくい

73

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

4-7 「⾃然との共⽣」現状と課題



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題①：ロード上から川が⾒られない場所がある

検証結果
河川敷が広い場所、草⽊が⽣い茂っている場所などは
川を⾒ることが出来なかった
（今後、現地調査→地図に落とし込む）

74

4-7 「⾃然との共⽣」課題検証１
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題②：進⾏⽅向によって景観に差がある

検証結果

75

4-7 「⾃然との共⽣」課題検証②

南⽅⾯北⽅⾯

⽐較的充実した景観
（富⼠⼭、スカイツリー等）

遠⽅に⼭脈が⾒えるのみ、あまり変化なし
関宿城も、最後の直線まで⾒えず

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題③：
河川敷沿いに⽣える草⽊が
景観を阻害

76

レッドリストに掲載されている植物

・イチョウウキゴケ
・イトトリゲモ
・イヌフグリ
・ミゾコウジュ

検証結果
野⽥市の河川敷を主に⽣息地とし、
レッドリストに認定される植物がある
（→貴重な植物を保護しつつ、景観を整える必要）

4-7 「⾃然との共⽣」課題検証③
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題④：
河川が汚れていて、⽔上アクティビティがやりにくい

検証結果
野⽥市を流れる江⼾川「⽔道2級」
⽐較的綺麗な⽔質

臭いイメージがあるという情報もあり、
正しく発信していく必要がある
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4-7 「⾃然との共⽣」課題検証④
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 78

4-8 「いつでも誰にでも開かれたサイクリングロード」の実現に必要なこと

• 公園の代わりに使えるような⾃由な場所
• 市の魅⼒を知ることができる
• 市の経済循環に繋がる
• 隣県からも訪れたくなる

賑わいの醸成憩いの場の創出
• 住⺠の⽅が散歩を楽しめたり、移動⼿段として
利⽤したりできる

• 野⽥の余暇の拠点となる
• 夜でも楽しめる

⾃然との共⽣

• 四季折々 の⾃然を感じられる
• 川や周囲の⾵景を楽しみつつ、⾵を感じながら
気持ちよく⾛ることができる

安⼼安全の確保

• ⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる
サイクリングロード

施策例）

・誘導看板設置、幅員狭しの注意喚起
・給⽔所、⽇陰の創出
・⾃動販売機等の設置

79

4-8 「安⼼安全の確保」の理想像

景観に配慮した
デザインが必要

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 80

4-8 「安⼼安全の確保」の理想像
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

⼦供からお年寄りまで安⼼して利⽤できる
サイクリングロード

施策例）
周辺主要道路への
「⾃転⾞横断注意」等の看板・横断帯設置



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

現状 課題

① 看板・標識が少ない 危険な場所が事前にわからない

② 出⼊り⼝付近の道幅が狭いポイントや、
⾞道と交わるポイントがある CR利⽤者の事故の危険性が⾼い

③ 背の⾼い⽊や屋根付きの⼩屋などがない ⽇影がほとんどない
（熱中症の危険など）

④ 避難所を⽰す案内板が⾒当たらない 川が氾濫した際、避難案内が⼗分ではない

⑤
未
歩道がなく路側帯が狭いうえに交通量が多い、
CRに⼊るための横断歩道がない CRに着くまでの道が危険

81

4-8 「安⼼安全の確保」現状と課題
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題①：危険な場所が事前にわからない

検証結果
看板や標識の数が少なく、注意喚起不⼗分

道幅が狭くなる部分で、事前の伝達や速度低下の
呼びかけなど、危険回避のための案内板を設置する
必要がある

82

4-8 「安⼼安全の確保」課題検証①

⾞道、CRが交わっているが、
事前に案内がなく⾮常に危険

江 ⼾ 川 河 川 敷 運 動 広 場 付 近 （ g o o g leス ト リ ー ト ビ ュ ー よ り ）

例）この先100m幅員狭し
すれ違い・追い越し速度注意

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題②：CR利⽤者同⼠の事故の危険性が⾼い
検証結果

83

4-8 「安⼼安全の確保」課題検証②

道幅が狭い⼊り⼝道幅が狭くなるポイント

国⼟技術政策総合研究所 研究資料より「道路利⽤者の基本的な⼨法」
http://w w w.nilim .go .jp/lab/bcg /siryou/tnn/tnn0368pdf/ks0368034.pdf

最も狭い幅員約2.3m
（ 野 ⽥ 市 東 ⾦ 野 井 付 近 ）

占有幅
1.0m

⾃転⾞同⼠、⾃転⾞と歩⾏者ですれ違う際に
接触などの危険がある

余裕
30cmのみ

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0368pdf/ks0368034.pdf


2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題③：⽇影がほとんどない（熱中症の危険など）

検証結果

84

4-8 「安⼼安全の確保」課題検証③

G o o g le  ス ト リ ー ト ビ ュ ー よ り

東武野⽥線江⼾川橋梁下…⽇影有 CR上…⽇影ができる植物／⼩屋等×
熱中症予防等ための⽇陰となる場所は少なかった

４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

課題④：川が氾濫した際、避難案内が⼗分ではない

検証結果
・堤防強化⼯事は⾏っているが充分ではない（野⽥市HPより）

・HPには避難所の提⽰がされているものの、現地では×

 市⺠の⽅に対して緊急時対応に関する情報を提供し、

 迅速な避難に活⽤するソフト⾯での対策が必要

85

4-8 「安⼼安全の確保」課題検証④
４ .  将 来 像 ・ 地 域 課 題 ・ ア ク シ ョ ン



5. 今後の⽅針



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

資料やインターネットを⽤いた⽂献調査

住⺠向けアンケート調査

観光客向けアンケート調査

５ .今 後 の ⽅ 針

現時点では仮定の課題で、今後調査・検証によって明らかにしていく事項

   仮の課題の検証⽅法

87

5-1 仮の課題の検証
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到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 8888

5-2 ⽂献調査による、CRとその周辺状況に関する仮の課題の検証
５ .今 後 の ⽅ 針

河川敷のどこを使って良いのかがわからない
→河川敷における⽴ち⼊り禁⽌区域や使⽤可能な区域、
禁⽌事項などを⽰す資料や看板があるかを調べる

CRの出⼊⼝が急斜⾯である
→CRの断⾯図を⽤いて斜度を測る
CRに着くまでの道が危険
→ 「危険」の定義と市内における調査範囲を決め調査

「憩いの場の創出」

「安⼼安全の確保」



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

５ .今 後 の ⽅ 針

⽬的：CRと地域住⺠に関する仮の課題の検証
地域住⺠のCRの利⽤実態の把握

項⽬：1.基本属性

2.CRの利⽤状況の把握
3.CRと市⺠の関係性
4.市⺠がCRに求めるもの
5.周辺資源の利⽤状況の把握
6.交通⼿段や⾃転⾞の利⽤状況の把握

7.その他
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5-3 住⺠向けアンケートによる仮の課題の検証・利⽤実態把握

Webアンケート
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 90

→市⺠の⽣活における、CRとの距離感を把握

利⽤実態の把握
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5-3 住⺠向けアンケートによる仮の課題の検証・利⽤実態把握
５ .今 後 の ⽅ 針

「賑わいの醸成」

Q.「CRをどのくらいの頻度で利⽤していますか」で「利⽤しない」以外を選んだ⽅への質問です。
CRを利⽤する理由は何ですか。（選択制）

観光客と市⺠との交流がない
→市⺠が観光客と交流をおこなっているのか、またその必要性を感じているのかを把握

Q.観光客の⽅と会話するなどの交流をしたことがありますか。
また、それについて必要だと思いますか。
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

５ .今 後 の ⽅ 針

⽬的：CRと観光客に関する仮の課題の検証
観光客のCRの利⽤実態の把握

項⽬：1.基本属性

2.清⽔公園利⽤者のCRの利⽤状況の把握
3.清⽔公園利⽤者のサイクリングへの関⼼
4.清⽔公園利⽤者がCRに求めるもの
5.CRの利⽤者のCR利⽤実態把握
6.CR利⽤者がCRに求めるもの

7.その他
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5-4 観光客向けアンケートによる仮の課題の検証・利⽤実態把握

清⽔公園・CR紙媒体
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 92

「憩いの場の創出」
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5-4 観光客向けアンケートによる仮の課題の検証・利⽤実態把握
５ .今 後 の ⽅ 針

   
    

Q.野⽥のサイクリングロードのイメージを教えて下さい。（⾃由記述）

CRが憩える場所ではない
→CRのイメージの実態把握
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到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信 93

CR沿いに⽴ち寄れる場所が少ない
→CR利⽤者が実際に⽴ち寄った場所の実態把握

「賑わいの醸成」
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5-4 観光客向けアンケートによる仮の課題の検証・利⽤実態把握
５ .今 後 の ⽅ 針

Q.野⽥のサイクリングロードの存在を知っていますか。

Q.野⽥のサイクリングロードを利⽤したことがありますか。
Q.サイクリングロード沿いで⽴ち寄った場所はどこですか。（選択制）

CRの利⽤者が少ない
→清⽔公園利⽤者がCRを利⽤したことがあるかの実態把握
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「⾃然との共⽣」

94

5-4 観光客向けアンケートによる仮の課題の検証・利⽤実態把握
５ .今 後 の ⽅ 針

Q.野⽥のサイクリングロードのイメージを教えて下さい。（⾃由記述）

CR沿いは、今は草がただ⽣え、芝⽣がひろがっているだけである
→利⽤者がCRに対してどう思っているのか実態把握
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「安⼼安全の確保」

95

5-4 観光客向けアンケートによる仮の課題の検証・利⽤実態把握
５ .今 後 の ⽅ 針

幅員が狭く⾃転⾞と歩⾏者の共存が厳しい
⾞道と交わる部分が渡りにくい
⾛⾏速度の違いによる利⽤者同⼠のトラブル、追い越しの際に危険である可能性
→CR利⽤者が危険と感じていることの実態把握

Q.サイクリングロードで危険と感じた点はどこですか。（選択制）
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

５ .今 後 の ⽅ 針

①サイクルショップ
• CRを利⽤する⼈に補助輪、サポーターを貸し出す

→売上の向上、来客者の増加に繋がる

②酪農家
• 河川敷の催し物（マルシェ等）にて、出店、販売

→売上の向上、観光客・市⺠の地域資源理解に繋がる

③飲⾷店を営む⽅々
• ⾃転⾞に乗っている⼈が⾷べやすいオリジナルメニューの作成（今後、アンケート調査）
• ⾃転⾞に乗った⼈が⽴ち寄れるような駐輪スペースの設置
• PJのロゴを協⼒したメニューの横に貼り付けて認知度アップ

96

5-5 事業者・市⺠に期待したいこと



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

５ .今 後 の ⽅ 針

④その他
• わぴちゃんねるなど、地元の郷⼟を研究している⽅とタッグを組む

• 野⽥サイクリング協会と市と共同で、市内周遊サイクリング開催
• その他カヌーやグライダーに携わっている組織とイベント開催
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5-5 事業者・市⺠に期待したいこと

⑤市⺠
• 事業者の活動を受け、CR、河川敷で読み聞かせやDIYなど市⺠が主体的に催し物を開催

→他の市⺠を活動に巻き込むこと、観光客に興味を持ってもらうことに繋がる



2.プロジェクト概要1.観光まちづくりの
到達点とこれから 3.地域分析、地域資源 4.将来像、

地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

５ .今 後 の ⽅ 針
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5-6 KPIの設定

社会実験など⾏動に移す

課題検証
アクションの提案

⽬標の達成度を数値として表す ＝KPIの設定
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地域課題・アクション 5.今後の⽅針 7.まとめ6.情報発信

分類 KPI

利⽤・訪問系

ロードの認知度／利⽤率向上
レンタサイクルの台数
サイクリングをした⼈の数
アンケートでCRを⾝近に感じていると答えた⼈の数
CRの利⽤頻度
訪問者数
年に1回以上CRを利⽤する野⽥市⺠がxx %

憩いの場系

憩いの場というイメージを持つ⼈の増加
ベンチ（休める場所）の数
ベンチの着席率
⾃動販売機の数
給⽔所の数

５ .今 後 の ⽅ 針
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5-6 KPI
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５ .今 後 の ⽅ 針
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5-6 KPI
分類 KPI

賑わい系

CRでのイベントの実施回数
CR周辺でのイベント実施回数
CR利⽤者が⽴ち寄った場所の数
⾃転⾞対応しているお店の数
CR周辺の経済効果の推移
周辺施設の⾃転⾞での訪問者数

アンケート調査「野⽥市の魅⼒はなんですか？」による、現状と数年後
の⽐較

安⼼安全系
街灯の数
事故の件数
危険と感じる場所が減っているかどうか
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５ .今 後 の ⽅ 針
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5-6 KPI
分類 KPI

⾃然系

⽔質向上
⽔上アクティビティの数
ガイドの数
植物を説明する看板等の数

情報発信系

SNSにて ＃○○（特定の場所）の投稿数がPJ開始前に⽐べてx％増加
Instagramのフォロワー数
CRと周辺施設関連のマップの数
HPアクセス数○○回以上（野⽥市の⼈⼝のx％相当）
野⽥の観光地まとめサイトなどでCRが出てくる数



6. 情報発信
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６ .情 報 発 信

Instagram、ホームページ、 Twitter等を活⽤して、活動報告や野⽥市の魅⼒発信など、野⽥市の
住⺠の⽅々や県外から訪れる観光客の⽅々に向けて情報を発信

媒体別の活⽤法
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6-1 情報発信

Tw itter

認知度向上
活動報告

Instagram

認知度向上
魅⼒発信

ホームページ

情報の蓄積
活動報告
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６ .情 報 発 信

市⺠の⽅々を中⼼により多くの⼈に向けて、プロジェクトや野⽥観光
の認知度向上を⽬的に運営。
テーマを設定し、ゼミ⽣が撮影した写真を投稿。

今までのテーマ：とっておきの1枚、冬を感じる1枚
フォロワー数（野⽥に関連のある⽅）：4⼈

104

6-2 インスタグラム

最⼤いいね数
26いいね！
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６ .情 報 発 信
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とっておきの1枚
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６ .情 報 発 信
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6-3 ホームページ ~noda.cycling.jp~
「 Michi na Noda 」プロジェクトの説明・活動報告・ゼミの紹介など、
プロジェクトや野⽥観光の認知度向上や情報提供を⽬的に作成（4⽉中旬ごろ公開予定）

＊モバイルver.＊PC ver.
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６ .情 報 発 信

＜構成＞
・野⽥市について  基本情報
    CRについて
・Michi na Nodaとは Michi na Nodaとは、活動内容
    メンバー紹介
    市⻑からのメッセージ
・活動報告  訪問、ディスカッション
    ホームページ、Instagram
・資料  調査資料、発表資料等
・⻄川ゼミについて  ⻄川ゼミについて、地域プロジェクト
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6-3 ホームページ
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7-1 まとめ

現在

江 ⼾ 川

清⽔公園

江 ⼾ 川

清⽔公園

サイクリングロードに
⽬的を作る

住⺠の関⼼を作る

CRの多様な
使い⽅

CRの多様な
使い⽅

江 ⼾ 川

清⽔公園

事業を呼び込む

CRの多様な
使い⽅

CRの多様な
使い⽅

近隣需要創出

江 ⼾ 川

清⽔公園

サイクリングロードの
⾃転⾞利⽤を促す

CRの多様な
使い⽅

CRの多様な
使い⽅
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（再掲）観光まちづくりの計画論的ステップ

STEP1 
地域分析
（資源・政策・事業者等）

STEP2
資源を活かした地域体験・
観光体験の構想

STEP3
計画案の作成と地域内での共有

STEP4
社会実験等による試⾏と改善
事業化の可能性検証

STEP5
本格的な稼働、魅⼒の維持向上

• プロセスの「⾒える化」
• 体制構築（関係者・事業者との
組織づくり）

• KPI（key Performance 
Indicator）の設定

• PDCAサイクルの確⽴
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7 .ま と め
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• 利⽤客が少なく、認知度が低い
• 催し物がない

• 市⺠同⼠の交流のための場がない
• 滞留させるための仕組みがない
• CRとその周辺を連携させた情報がない

いつ
で
も
誰
に
で
も
開
か
れ
たCR

訪問

⽂献

事例

⽬標像

憩いの場の創出

自然との共生

安心安全の確保

賑わいの場の創出
必要なこと 課題（⼀部未検証）

• CRが憩える場ではない
• 歩⾏者の肩⾝が狭い

• 利⽤する環境が整っていない

• 夜が暗く危険
• 危険な場所が事前にわからない

• CRでの利⽤者の安全性の確保
• ⽇影がほとんどない（熱中症の危険など）
• ロードに着くまでの道が危険
• 川の氾濫が危険

• ロード上から川が⾒られない場所がある
• 進⾏⽅向によって景観に差がある

• 河川敷沿いに⽣える草⽊が景観を阻害している
• 清⽔公園の花ファンタジアとの差別化が必要
• ⽔上アクティビティなどがやりにくい、親しみ

が湧きにくい

次年度〜
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